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福岡市オンデマンド交通社会実験の検証に係るアドバイザー会議に関する要綱 

 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、福岡市オンデマンド交通社会実験において、取組みの検証や課題

を踏まえた方向性等について、広く専門的かつ客観的な視点から意見を聴くため、福

岡市オンデマンド交通社会実験の検証に係るアドバイザー会議（以下「会議」とい

う。）に関し必要な事項を定めるものとする。 

（委員の選任） 

第２条 会議は専門的な知識又は経験を有する者、その他市長が必要と認める者から市長が

委嘱した委員５名で組織する。 

（会議の目的） 

第３条 会議では、次に掲げる事項について、委員から意見を聴取する。 

(1) 取組みの検証や課題を踏まえた方向性等に関すること。 

(2) その他事業の推進に関し必要な事項に関すること。 

（任期） 

第４条 委員の任期は、その目的を達成する日までとする。 

（会議） 

第５条 市長は、委員の意見聴取を行うため、会議を開催することができる。 

２ 会議は、原則公開とし、傍聴することができる。ただし、議事の内容が、福岡市情報公

開条例第38条ただし書きの規定に該当する場合は非公開とすることがある。 

（委員長及び副委員長） 

第６条 会議では、委員の互選により、委員長及び副委員長を選任する。 

２ 委員長は会議を主宰する。 

３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき、又は委員長が欠けたときは、

その職務を代理する。 

（守秘義務） 

第７条 委員は、その職務に関して知り得た秘密を他に漏らしてはならない。その職を退い

た後も、また同様とする。 

（解嘱） 

第８条 市長は、やむを得ない事情があると認めるときは、委員を解嘱することができる。 

２ 市長は、前項の規定により委員を解嘱した場合は、専門的な知識又は経験を有する者そ

の他市長が必要と認める者のうちから、新たに委員を選任することができる。 

（事務局） 

第９条 会議の事務局は、住宅都市局都市計画部交通計画課に置く。 

（雑則） 

第10条 この要綱に定めるもののほか、会議の運営に関して必要な事項は、市長が別に定め

る。 

附 則 

この要綱は、令和５年８月 23 日から施行する。 



福岡市オンデマンド交通社会実験の検証に係るアドバイザー会議 

における議事等の取扱いについて 

 

 

福岡市オンデマンド交通社会実験の検証に係るアドバイザー会議に関する要綱第 10 条に

基づき、本会議における議事等の取扱いについて下記のとおり定める。 

 

（１）会議開催等の事前公表 

  会議の名称、開催の日時及び場所、議題、会議の公開又は非公開をあらかじめ公表する。

（福岡市附属機関等の設置及び運営に関する要綱第７条） 

 

（２）会議に関する要綱と委員名簿の公表 

  第１回アドバイザー会議後、要綱と委員名簿を福岡市ホームページにおいて公表する。 

 

（３）議事録・会議資料の取扱い 

  ・原則公表とするが、非公開情報に該当する際は、非公表とする。 

（福岡市情報公開条例第 36 条第２項。以下「公開条例」という。） 

・なお、会議の議事録は、公開条例第７条の各号にある非公開情報の部分を除き公開す

るものとする。 

 



オンデマンド交通社会実験について（趣旨・概要）
■ オンデマンド交通社会実験の趣旨

○ 高齢化の進展等に伴い、公共交通が不便な地域における買い物や通院などの生活交通確保が課題となる中、

持続可能な生活交通確保の仕組みづくりに取り組んでいく必要があり、取組みの一つとして、

オンデマンド交通社会実験を実施している。

○ 予約に応じて効率的に運行する「オンデマンド交通」を活用し、複数校区等での広域運行や曜日別運行等の

運行内容をはじめ、スポンサー制度など、運賃以外の収入確保の工夫 に取り組んでいる。

【オンデマンド交通】

・時刻表がなくスマートフォンや電話で予約し、

AI等が選んだ最適なルートで運行

・面的に一定の需要が広がるエリア内での

比較的短距離の移動に用いられる

■ オンデマンド交通社会実験の概要
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【運行内容の工夫イメージ】

エリアスポンサー制度:スポンサー事業者からの協賛・広告で運行費の一部を支える
・居住地域の公共交通は全体で約８割の方が

概ね便利と回答

・外出頻度はそれほど多くない（週２～３回）

が日中の買い物等の移動がある

・年齢が高くなるほど無理なく歩ける距離は短くなる 等

【運賃以外の収入確保の工夫イメージ】 【生活交通に関する住民意識調査（R1調査）】

オンデマンド交通社会実験について（趣旨・概要）
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■ 各エリアの取組み状況

○ 市と共働で運行内容の検討や利用促進等に主体的に

取り組む地域・交通事業者をそれぞれ募集のうえ決定、

市内３エリアで社会実験に取り組んでいる。

【位置図】
〇 各エリアにおいて、地域・交通事業者・市による運行協議会を

立上げ、運行計画等の協議･検討を行い、それぞれ下記の通り

運行を開始している。

オンデマンド交通社会実験について（取組み状況）

3

エリア 運行内容の工夫 運行期間

①東区 広域運行 令和4年11月24日～
２年間予定（延⾧）

②南区 広域運行 令和5年1月31日～
２年間予定（延⾧）

③中央区・城南区 曜日別運行 令和5年6月28日～
１年間予定
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オンデマンド交通社会実験
「チョイソコふくおかエリア③中央区・城南区」

分析等について



1.エリア③中央区・城南区 概要

2・商業施設等が立地する幹線道路は低地にあり、戸建て住宅団地は高台等に立地し、坂道やバス停まで迂回を
要する地域があるなど、特に高齢者等の買い物などの外出の困りごとになっている。

(1)地理的状況
区域A（赤坂・草ヶ江・小笹・⾧尾校区）
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1.エリア③中央区・城南区 概要

3・商業施設等が立地する幹線道路は低地にあり、油山のふもとなどの戸建て住宅団地は高台等に立地し、道路が狭く、
坂道での移動やバス停まで迂回を要する地域があるなど、特に高齢者等の買い物などの外出の困りごとになっている。

(1)地理的状況
区域B（片江・金山・七隈校区）
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(2)人口特性等

・取組み校区の人口は横ばいで推移する中、高齢化率も横ばい（約22％）であるが、高齢者のみ世帯は増加。
・人口ピラミッドをみると、高齢層の予備群である40・50歳代が多く、今後も高齢者数は増える見込み。

1.エリア③中央区・城南区 概要

区域A（赤坂・草ヶ江・小笹・⾧尾校区）
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(2)人口特性等

・取組み校区の人口は横ばいで推移する中、高齢化率も横ばい（約26％）であるが、高齢者のみ世帯は増加。
・人口ピラミッドをみると、高齢層の予備群である40・50歳代前半が多く、今後も高齢者数は増える見込み。

1.エリア③中央区・城南区 概要

区域B（片江・金山・七隈校区）
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2.運行概要
(1)運行サービス（R6.2.29時点）

項目 内容

運
行
サ
ー
ビ
ス

名称 チョイソコふくおか エリア③中央区・城南区

運行区域 赤坂・草ヶ江・小笹・⾧尾・片江・金山・七隈校区

停留所 区域A:68箇所（当初45箇所） 区域B:56箇所（当初32箇所）

運行方式 フルデマンド方式 曜日別運行

運行曜日 区域A:月・水・金曜日に運行 区域B:火・木・土曜日に運行
（運休:日祝日・12月29日～1月3日）

運行時間帯 8:00～18:00
※内1時間は2回に分けてドライバー休憩時間あり

予約方法 電話予約（コールセンター） 、 インターネット予約

予約受付時間 電話予約受付:8:00-17:30、インターネット予約受付:24時間
【予約可能期間:乗車希望日の1週間前～20分前まで】

運賃設定 300円/１乗車・人

割引の有無・内容 有 （障がい者※、小学生は半額の150円）

決済方法 現金、クレジットカード（事前のみ）、交通系IC、iD
※R5n高齢者乗車券･福祉乗車券から「チョイソコ乗車券」（紙券）が選択可

使用車両・定員・導入方法

使用車両 ジャパンタクシー

乗車定員 5名（ドライバー1名、乗客4名まで）

導入方法 既存タクシー車両使用
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2.運行概要
(2)運行区域

・・・運行区域

運行区域

赤坂・草ヶ江・小笹・⾧尾
・片江・金山・七隈校区

中央区笹丘１丁目、南公園、
城南区樋井川１丁目、

友丘１丁目、南区⾧丘５丁目

赤坂校区

草ヶ江校区

小笹校区

長尾校区

片江校区

金山校区

七隈校区

7



2.運行概要
(3)停留所

8

時点 停留所数

全体
住宅地等
停留所

ｽﾎﾟﾝｻｰ
停留所

R5.6.28 73 64 9
R5.8.9 92 81 11

R5.10.18 99 88 11
R5.11.30 110 99 11
R5.12.20 112 100 12

R6.1.4 113 100 13
R6.1.22 114 100 14
R6.2.28 118 103 15



3.会員登録及び利用状況 9

(1)会員登録者・利用経験者数 ※2/29時点

・エリア③中央区・城南区の会員登録者数は、R6.2.29時点で710人（うち高齢者は約6割）で徐々に増加して
おり、特に75歳から85歳までの方が多い。そのうち利用経験者は196人（うち高齢者は約7割）となっている。

○地区別（人）

※会員登録時に登録した「最寄り停留所」から集計
※エリア①R4.11.24、エリア②R5.1.31、エリア③R5.6.28運行開始

【エリア③中央区・城南区の推移】

○高齢者の方の割合

※エリア③中央区・城南区

【会員登録者】 【利用経験者】

※エリア③中央区・城南区
会員登録者数　A 利用経験者数　B 割合　B/A

赤坂 33 6 18%

草ヶ江 55 11 20%

小笹 255 68 27%

長尾 116 52 45%

片江 75 11 15%

金山 123 41 33%

七隈 53 7 13%

小　計 710 196 28%

1,265 535 42%

652 225 35%

547 146 27%

3,174 1,102 35%

エリア①東区

エリア②南区

その他・不明含む

合計

地区

エリア③
中央区・
城南区
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6 36 67 
132 140 152 169 183 196 

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1,000

R5.6末 R5.7末 R5.8末 R5.9末 R5.10末 R5.11末 R5.12末 R6.1末 R6.2末

会員登録者数 利用経験者数

264 , 

37%446 , 

63%

64歳以下 65歳以上

61 , 

31%
135 , 

69%

64歳以下 65歳以上

2
3
2

11
16

20
7
7

17
35

51
22

3
0
0

9
11
13

65
61

70
35

46
73

127
122

62
14

2

0

0歳～

10歳～

20歳～

30歳～

40歳～

50歳～

60歳～

65歳～

70歳～

75歳～

80歳～

85歳～

90歳～

95歳～

100歳～

0 20 40 60 80 100 120 140

会員登録者数 利用経験者数

○年齢別（人）



3.会員登録及び利用状況 10

(2)利用者数（延べ）※2/29時点
・R6.2月は区域Aが月間延べ161人(前月比+2人)、1日当り平均16人(前月比+2人)、
区域Bが月間延べ170人(前月比＋50人)、1日当り平均13人(前月比+3人)の利用があった。

○月間・１日当り平均利用者数の推移（人）

【１日当り平均利用者数(人)】

【月間延べ利用者数(人)】

※R5.6.28運行開始

※R5.6.28運行開始

前月比 前月比

Ａ 9 - 5 - 2 日

B 0 - 0 - 1 日

合計 9 - 3 - 3 日

Ａ 76 67 6 1 12 日

B 18 18 1 1 13 日

合計 94 85 4 1 25 日

Ａ 101 25 8 2 12 日

B 87 69 6 5 14 日

合計 188 94 7 3 26 日

Ａ 172 71 14 6 12 日

B 114 27 10 4 12 日

合計 286 98 12 5 24 日

Ａ 126 ▲ 46 11 ▲ 3 12 日

B 97 ▲ 17 7 ▲ 3 13 日

合計 223 ▲ 63 9 ▲ 3 25 日

Ａ 158 32 13 2 12 日

B 115 18 10 3 12 日

合計 273 50 11 2 24 日

Ａ 162 4 14 1 12 日

B 118 3 10 0 12 日

合計 280 7 12 1 24 日

Ａ 159 ▲ 3 14 0 11 日

B 120 2 10 0 12 日

合計 279 ▲ 1 12 0 23 日

Ａ 161 2 16 2 10 日

B 170 50 13 3 13 日

合計 331 52 14 2 23 日
R6.2月

R6.1月

R5.12月

R5.11月

R5.10月

区域

R5.8月

R5.9月

R5.6月

R5.7月

月間延べ利用者数(人) １日当り平均利用者数(人) 運行
日数
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3.会員登録及び利用状況
(3)その他利用状況 ※ 2/29時点

※11/24～6/30累計・公共施設、駅、病院などの停留所の利用が多い。

○利用が多い停留所（上位20箇所）※R5.6.28～R6.2.29累計

区域A（月・水・金曜日） 赤坂・草ヶ江・小笹・⾧尾校区 他 区域Ｂ（火・木・土曜日） 片江・金山・七隈校区 他

11

順位 乗降場名 乗降合計（回） 割合

1 ③1_中央市民センター 239 10.6%

2 ③7_六本松駅 226 10.1%

3 ③66_笹の台団地７棟前 134 6.0%

4 ③34_ヒューマンズ小笹前 118 5.2%

5 ③4_畠山内科胃腸科クリニック 115 5.1%

6 ③120_博愛会病院（区域A） 110 4.9%

7 ③62_グッデイ 長尾店 101 4.5%

8 ③65_笹の台団地１棟前 89 4.0%

9 ③13_谷緑地公園 77 3.4%

10 ③5_桜坂三丁目12番 73 3.2%

11 ③144_笹の台団地１１棟前 70 3.1%

12 ③41_三角公園 66 2.9%

13 ③131_小笹公民館 64 2.8%

14 ③27_小笹バス停南 60 2.7%

15 ③6_草ヶ江公民館 49 2.2%

16 ③17_小笹北公園 49 2.2%

17 ③16_いこいの家 43 1.9%

18 ③52_長尾五丁目集会所 43 1.9%

19 ③42_小笹５号公園 40 1.8%

20 ③26_小笹緑地 39 1.7%

順位 乗降場名 乗降合計（回） 割合

1 ③76_佐田整形外科病院 249 14.8%

2 ③120_博愛会病院（区域B） 161 9.6%

3 ③71_友泉亭公園（区域B） 156 9.3%

4 ③112_原クリニック 118 7.0%

5 ③100_友丘五丁目22番 112 6.7%

6 ③93_金山団地55棟前 106 6.3%

7 ③109_もとむらクリニック 99 5.9%

8 ③126_地下鉄金山駅西 91 5.4%

9 ③133_地下鉄金山駅東 82 4.9%

10 ③95_友丘六丁目集会所 76 4.5%

11 ③81_西片江一丁目バス停付近 57 3.4%

12 ③127_金山団地入口 47 2.8%

13 ③111_福岡大学病院 40 2.4%

14 ③96_金山公民館 37 2.2%

15 ③46_なかむら整形外科（区域B） 25 1.5%

16 ③97_友丘公園 22 1.3%

17 ③98_友丘五丁目7番 17 1.0%

18 ③82_西片江二丁目バス停付近 16 1.0%

19 ③79_片江公民館 14 0.8%

20 ③138_片江四丁目3番 13 0.8%



(3)その他利用状況 区域A（赤坂・草ヶ江・小笹・⾧尾校区） ※１/31時点
※11/24～6/30累計・自宅近くの停留所から中央市民センター、六本松駅、病院などへの利用が多い。

3.会員登録及び利用状況

乗車・降車の合計が多い順（上位10位） 利用者数
③1_中央市民センター 216
③7_六本松駅 190
③66_笹の台団地７棟前 123
③4_畠山内科胃腸科クリニック 106
③34_ヒューマンズ小笹前 101
③120_博愛会病院（区域A） 93
③62_グッデイ ⾧尾店 77
③65_笹の台団地１棟前 71
③5_桜坂三丁目12番 65
③13_谷緑地公園 63

○移動の傾向（OD図）
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(3)その他利用状況 区域B（片江・金山・七隈校区） ※１/31時点
※11/24～6/30累計・自宅近くの停留所から病院、友泉亭公園などへの利用が多い。

3.会員登録及び利用状況

○移動の傾向（OD図） 乗車・降車の合計が多い順（上位10位） 利用者数
③76_佐田整形外科病院 230
③71_友泉亭公園（区域B） 131
③120_博愛会病院（区域B） 119
③112_原クリニック 105
③109_もとむらクリニック 87
③100_友丘五丁目22番 82
③93_金山団地55棟前 79
③133_地下鉄金山駅東 67
③126_地下鉄金山駅西 66
③95_友丘六丁目集会所 62

※区域AB計
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3.会員登録及び利用状況

○時間帯別利用者数（人） ※R5.6～R6.1累計 ○乗合率

○予約方法別予約件数（件）※R5.６～R6.1累計

(3)その他利用状況 ※1/31時点
※11/24～6/30累計・時間帯別にみると、午前10時台、午後13時台の利用が多い。

・R6.１月は、平均すると区域Aが約1.5人、区域Bが約1.2人が乗り合わせしている。
・予約方法別にみると、電話予約が68％、WEB予約が32％を占める。
・曜日別の利用者数は、区域A･Bで違いはあるが、区域で曜日による利用の差はあまりない。
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3.会員登録及び利用状況
(4)利用促進策
■チラシ全戸配布・回覧（５月・12月） ■パンフレット・チラシ公民館配架（随時）

■チョイソコ通信 会員送付（９月・12月） ■動画作成 ※説明会・公民館などで放映

※返信用封筒もセット

※12月は片江・金山
・七隈校区のみ
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3.会員登録及び利用状況
(4)利用促進策
■住民説明会 ■ホームページ等作成 ■福岡市政だより（城南区版）

日付 校区 対象 人数（約）

4/8 ⾧尾 町内会⾧など 30人

5/27 赤坂 町内会⾧など 40人

6/16 草ヶ江 町内会⾧など 15人

6/19 ⾧尾 住民 30人

6/26 草ヶ江 町内会⾧など 30人

9/9 七隈 町内会⾧など 40人

16
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3.会員登録及び利用状況
(4)利用促進策
■公民館だより等掲載

（小笹校区）

（⾧尾校区）

（片江校区）

（七隈校区）

（金山校区）
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入会時に乗車無料券をプレゼントし、
デマンド利用方法に慣れていいただきリピート利用に繋げる。

配布対象:2023年7月末までに会員登録された方
配布枚数:2乗車分/人

（最大600円相当、往復利用を想定）
配布方法:会員証郵送時に同封
有効期限:2023年9月30日まで

3.会員登録及び利用状況
(4)利用促進策

■乗車割引券（花みずき通り商店会） R5.12月～

■乗車無料券

乗車無料券サンプル

城南区西部にある､花みずき通り商店会様（片江・金山･七隈校区に
商店会の会員店舗あり）より、利用促進策として、乗車割引券を作成、
地域に配布していただいている。
※割引額分については商店会様が負担

配布対象:片江･金山･七隈（区域B） ※エリア③の区域A・B両方で利用可能
配布枚数:1,500枚（100円×6枚×250人）
配布方法:商店会より地域へ配布

割引乗車券サンプル

サンプル
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3.会員登録及び利用状況
(4)利用促進策
■車両お披露目・試走式（６月）

■チョイソコイベント企画
日時:2024年1月18日（木）14時-15時
場所:片江公民館（停留所No.79）
実施内容:健康お化粧会
開催告知方法:12月発行のチョイソコ通信にチラシ同封、

片江公民館チラシ配架等

日時:2024年1月19日（金）10時-11時
場所:小笹公民館（停留所No.131）
実施内容:ながら体操
開催告知方法:12月発行のチョイソコ通信にチラシ同封、

小笹公民館チラシ配架等
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4.収支状況
※11/24～6/30累計・収支状況は、２月時点で収支率は12％、欠損は88％だが、収支率は徐々に増加。

・スポンサー契約数は徐々に増加しており、協賛金は2月時点で約６万円。
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※6/28～運行
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○利用者の利便性向上や事業者の運行効率化等を図っていくため、取組み校区の住民及び

会員登録者を対象に、アンケート調査を実施。

(1)調査の目的・概要

5.アンケート調査結果

①住民アンケート ②会員アンケート

主体 市 交通事業者（チョイソコグループ）

対象 福岡市中央区・城南区（赤坂・草ヶ江・小
笹・⾧尾・片江・金山・七隈校区）在住の18
歳以上の男女
合計2,000人（区域A・B 各1,000人）
※無作為抽出:非会員含む

チョイソコふくおかエリア③会員 638人
（調査票発行数:581世帯）

調査方法 郵送による配付・回収 チョイソコ通信（会報誌）に同封し郵送・回収

調査時期 令和6年1月５日～1月23日 令和5年12月28日～令和6年1月23日

有 効 回 収
数（率）

区域A:201サンプル
区域B:226サンプル
合計:427サンプル（21.4％）

区域A:106サンプル
区域B:60サンプル
合計:166サンプル（28.6％）
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(2)主な調査結果

①住民アンケート ②会員アンケート

5.アンケート調査結果

○回答者の属性

＜性別＞ ＜性別＞

＜年齢＞＜年齢＞

男性が約３割、女性が
約６割となっている。

男性が約３割、女性が
約７割となっている。

65歳以上が約４割、40～50歳台が約３割を占める。 65歳以上が7割、40～64歳が約２割を占める。
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①住民アンケート ②会員アンケート

(2)主な調査結果

5.アンケート調査結果

○回答者の属性

＜自動車免許・運転の状況＞

＜最寄り駅・バス停までの所要時間＞

＜自動車免許・運転の状況＞

＜最寄り駅・バス停までの所要時間＞

運転している方が約６割、
免許返納者が約1割を占
める。

運転している方が約３割、
免許返納者が約３割を占
める。

10分以上の方が
約２割を占める。

10分以上の方が
約３割を占める。
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①住民アンケート ②会員アンケート

(2)主な調査結果

5.アンケート調査結果

○回答者の行動

＜外出の時間帯＞ ＜外出の時間帯＞

10時台の割合が最も多く、次いで８時台、９時台、７時台となっている。 ９時台の割合が最も多く、次いで10時台、13時台、11時台となっている。
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①住民アンケート ②会員アンケート

(2)主な調査結果

5.アンケート調査結果

○回答者の行動

＜買い物頻度＞

＜通院頻度＞

＜買い物頻度＞

＜通院頻度＞

週に２～３日の割合
が約５割、ほぼ毎日
が約３割、週1日が
約２割を占める。

週に２～３日の割合
が約５割、ほぼ毎
日、週1日が約２割
を占める。

月に１～２日の割合
が約５割、年に２～3
回が約２割を占める。

月に１～２日の割合が
約６割、週に２～３日が
約１割、週に1日が約1割
を占める。
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(2)主な調査結果

5.アンケート調査結果

○チョイソコに関する意見 ①住民アンケート
＜認知度＞ ＜仕組みの認知度＞

【参考:設問】 チョイソコは、利用者の運賃、スポンサーの協賛金、
市の負担金等により運行しています。
この仕組みについてご存知ですか。

｢チョイソコふくおか」の認知状況について、
「内容まで知っている」が約12％、「見た／聞いたことはあるが内容は
知らない」が約27％で、約４割を占めている。
「知らない」は約６割となっている。

チョイソコの「内容まで知っている」と回答された方に、｢チョイソコふく
おか」が利用者の運賃、スポンサーの協賛金、市の負担金等により
運行している仕組みについてたずねたところ、
「知っている」は約７割、「知らない」は約３割となっている。
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○チョイソコに関する意見
①住民アンケート ②会員アンケート

(2)主な調査結果

5.アンケート調査結果

＜会員登録・利用有無＞

｢チョイソコふくおか」の内容を知っていると回答した方のうち、
「利用したことがある」が約6％、「会員登録はしたが利用したことは
ない」が約12％で、会員登録者の割合は約２割を占めた。
一方、「会員登録していない」の割合は約８割となっている。

「今は必要ないが将来的に利用
したい」が約４割、 「運行曜日
が合わない」が約３割、 「利用
したい目的地がない」が約２割
を占める。

＜未利用の理由＞

＜利用の有無＞
「利用したことがある」が約４割、
「利用したことはない」が５割超を
占めた。
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(2)主な調査結果

5.アンケート調査結果

○チョイソコに関する意見 ②会員アンケート

＜チョイソコの利用頻度＞＜チョイソコの主な利用目的＞
｢チョイソコふくおか」を利用したことがあると回答された方の利用目的としては、
「日常の買い物」が42.3％と最も多く、次いで「通院」（35.2％）が多い。

｢チョイソコふくおか」を利用したこ
とがあると回答された方の利用
頻度としては、 「数回利用した
のみ」が約５割、 「月に数回」
が３割、「週に１～２回」が
約1割を占めている。

＜外出頻度の変化＞

｢チョイソコふくおか」を利用したこと
があると回答された方のうち、外出
頻度が増えた方が、「増えた」
（14.1％）、「少し増えた」
（25.4％）と、約４割を占めて
いる。
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(2)主な調査結果

5.アンケート調査結果

○チョイソコに関する意見 ②会員アンケート

・日常生活（買い物、通院、通勤、地域の集まりなど）の外出にチョイソコを使用している方の、チョイソコ導入前後の交通手段を比較すると、
「バス」が14.3％、 「徒歩のみ」が7.1％が増加する一方、 「タクシー」が9.5％、「鉄道」、「自動車（自ら運転）」が2.4％減少している。

・６割以上の方が、チョイソコと、バス・タクシーの既存の公共交通を併用している。

＜チョイソコ利用者の交通手段（チョイソコ導入前後）＞
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(2)主な調査結果

5.アンケート調査結果

○チョイソコに関する意見 ②会員アンケート
・｢チョイソコふくおか」を利用したことがあると回答された方に、｢チョイソコふくおか」の評価について尋ねた。
・「満足」と「概ね満足」を合わせた『満足（計）』の割合は、「運行時間帯＜8時～18時＞」 、「運賃＜300円/乗車・人」、「車両＜定員４名タクシー＞」、
「予約のとりやすさ（利用したいときに利用できているか）」で６割超を占める。また、「全体」では約５割となっている。

・一方、「やや不満」と「不満」を合わせた『不満（計）』の割合は、「運行日＜区域ABに分け、週各３日＞」で39.4％と最も高く、次いで、 「運行範囲＜赤坂・
草ヶ江・小笹・⾧尾・片江・金山・七隈校区ほか＞」 で29.6%、「停留所＜区域ＡＢ・計約100箇所＞」で22.5％。また、「全体」では4.2％となっている。

＜満足度＞

【主な不満の理由】

・利用したい日に曜日が合わない。

・21時頃まで運行してほしい

・天神、博多辺りまで広げて欲しい

・バス代より高い

・病院、買い物先の停留所が少ない

・すぐに利用出来ない
・連絡しても予約取りにくい 等

・坂があり、家から少し遠い

・曜日が病院の診察日と合わない

・通勤には使えない

・相乗りはせまい
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(2)主な調査結果

①住民アンケート ②会員アンケート

5.アンケート調査結果

○その他

＜他の乗客との乗合(相乗り)への抵抗感＞

「特に問題はない」の割合が約５割で最も多く、「少し抵抗がある」が
36.8％、「抵抗がある」11.0％となっている。

「特に問題はない」の割合が約７割で最も多く、「少し抵抗がある」
18.7％、「抵抗がある」4.2％となっている。

＜他の乗客との乗合(相乗り)への抵抗感＞
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(2)主な調査結果

①住民アンケート ②会員アンケート

5.アンケート調査結果

○その他

＜曜日別運行の受容性＞

「特に問題はない」が約53％、「概ね問題ないが、少し利用しにくい」
が約20％で概ね問題ないが約7割を占めている。
「利用しにくい」の割合が約２割を占める。

＜曜日別運行の受容性＞

【利用しにくい主な理由】

・目的地へ行くために曜日が限定される

・集会等と予定が合わない

・病院受診は曜日が決まっている

・買い物などは予定を立てずに行くので
利用しにくい

・利用したい時に利用出来ないと
行動予定が制限される

【利用しにくい主な理由】

・目的地へ行くために曜日が
限定される

・週3日は少ない

・病院受診は曜日が決まっている

・急に利用したい時に運行していない

「特に問題はない」が約24％、「概ね問題ないが、少し利用しにくい」
が約39％で概ね問題ないが約６割を占めている。
「利用しにくい」の割合が約３割を占める。
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6.ヒアリング結果
(1)地域の主なご意見（R6.1月中下旬:各校区ヒアリング）

(2)交通事業者の主なご意見（ R6.1月下旬:チョイソコグループ ヒアリング）

○高齢者を中心に利用され、外出が増えた、便利になって助かっているという声を受けている。
○一方で、曜日別運行による利用の難しさを訴える利用者も多い。
○運行エリアの範囲は、現状では妥当と考えるが、停留所の増設を求める意見も多いため、住民の行きたい場所がきちんと停留所に

なっているか再考していきたい。
○曜日が合わないという意見については、車両も限られており、現在の区域A・Bを入れ替えたり、奇数日・偶数日で運行したりといった
ような工夫も検討が必要かもしれないが、今の利用者への影響は懸念される。

○会員登録のペースは東区に比べるとややゆっくりだが、口コミで徐々に増えており、他都市と比較しても標準的。
○スポンサーとの交渉は、曜日別運行のため、運行曜日が少なく、他エリアよりも交渉が難航している。

曜日別運行を考慮したプランの検討や他エリアと同様に現行より上のプラン（2万円～）を増やしても良いと感じている。

○チョイソコは、高齢者や公共交通が不便な地域の住民を中心に、非常に助かっているという声を聞いている。
○チョイソコの利用でバスでは行きづらい方面にも出かけられるようになった。
○公民館まで利用できるようになって便利になった。公民館では高齢者向けの行事もたくさん行っており、その日に利用している方もいる。
○曜日別だと予定と合わないという声が多いならば、月水土、火木金など、曜日別の組み合わせを変えてみるのも一つだが、

高齢者はやっと慣れてきたところであり、運行内容を変えると対応に困るかもしれない。
○本来は毎日運行してもらえるのが良いと思うが、利用に慣れてくれば、曜日別運行も浸透していくのではないか。
○一定程度の認知はあると思うが、道半ばで、まだまだ認知が足りない。
○チョイソコを知ってもらったあとで、1回目の利用につなげるのが難しい。高齢者の行動は急に変わらない。周知に時間がかかる。
○公民館・自治協だよりで周知しながら、個別の団体で説明するなど、色々並行して取り組んでいきたい。周知で利用者が増えてくれば、

口コミ効果で広まっていくのではないか。
○この取組みは今後必要であると考えている。タクシーもつかまりにくくなっており、採算もあると思うが、住民の移動の確保は重要であり、

運行を継続願いたい。そのためには会員や利用者を増やさないといけないため、しっかり取り組んでいきたい。
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7.検証
項目 ①運行サービス
結果 〇会員(R6.2:710人)及び利用者(R6.2:区域A 16人/日、区域B 13人/日)は

増加傾向にはあるが、利用目標達成（40人/日）には至っていない。
〇サービスについて約５割が満足と回答。一方、運行日等の改善要望あり。
○曜日別運行について約６割が概ね問題ないと回答。
〇認知度（内容まで知っている）は約１割と低い状況。

項目 ②運営面
結果 〇利用者及びスポンサー数(R6.2:15停留所)が徐々に増え、収支率は増加傾向だが、

R6.２月で収支率12％、欠損(負担）額は約99万円/月。
項目 ③地域住民のQOL
結果 〇外出機会が増えた方が約４割。

項目 ④地域課題の適合性

結果 〇利用経験者の７割が高齢者であり、通院や買い物先等への移動のための
交通手段の一つとなっている。

・利用者数や収支は厳しい状況であるものの、利用者は増加傾向で、地域住民の外出機会の増加等にもつながっている。
一方、認知度は約１割と低い状況となっている。

・これまで地域や事業者と共働で、利便性の向上、運賃外収入の確保、利用促進に取り組むとともに、地域住民へ周知チラシを
複数回配布するなど、認知度向上などに努めているものの、いまだ認知度が低いことが課題となっており、まずは、三者で連携し
て更なる認知度の向上を図り、利用促進等に取り組む必要がある。今後、より一層取組みを進めることで、本社会実験を公
共交通が不便な地域等における持続可能な生活交通確保の仕組みづくりに資するものとしていきたい。

⇒ 地域や議会からも運行継続の要望もある中、エリア③中央区・城南区の社会実験を継続する方向で関係者と調整を図りたい。
※今後のスケジュール ５月上旬頃:運行協議会（地域・事業者・市）

５月中旬頃:地域公共交通会議（公共交通事業者・福岡運輸支局等）
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【現行の取組み】

8.参考

項 目 内 容

認知度の向上（周知） ・住民説明会の開催

・利用促進チラシ配布

・市政だより、ホームページ等での広報

・自治協だより・公民館だより等、地域広報物への掲載

・地域の会合等での呼びかけ 等

運賃外収入の確保 ・新規スポンサーの確保

利便性の向上
（運行内容改善）

・停留所の充実（目的地、住宅地）

・乗合い率を高めるシステム設定変更（①乗降時間短縮 ②運行ゆとり時間拡大）※R5.11.24～

・予約受付時間拡大（乗車30分前 ⇒20分前まで）※R5.11.24～

利用促進 ・イベント（車両お披露目・試走式、外出づくりイベント）

・会員登録者へのチョイソコ通信発行

・乗車無料券発行（運行開始当初）

・地域と連携した割引乗車券発行（はなみずき通り商店会）※R5.12～

・混雑時間帯のお知らせ
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